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ふるさと納税ポータルサイト「さとふる」（https://www.satofull.jp/）を運営する株式会社さとふる（本社：東京都中央区、

代表取締役社長 兼 CEO：藤井 宏明）は、北海道天塩町、北海道天塩高等学校、筑波大学、麗澤大学が 9 月 6 日に

実施した高大連携ワークショップにてオンラインで講義を行い、経営戦略室 戦略推進グループ 森 伽織（もり かおる）が講師

を務めました。 

株式会社さとふるは、2023 年に開催された「地方創生☆政策アイデアコンテスト 2023」にて、協賛企業賞として北海道天塩

高等学校 6 班の「夕日＋α？！」を選出し、さとふる賞を贈賞※しました。今回はそのご縁から、高校生のアイデアの実現を支援

すべく、北海道天塩町×北海道天塩高等学校×筑波大学・麗澤大学が連携して行うワークショップの中で、弊社はふるさと納

税・クラウドファンディングについての特別講義を担当しました。クラウドファンディングについては、弊社が実施するクラウドファンディン

グ型ふるさと納税「さとふるクラウドファンディング」（https://www.satofull.jp/projects/top.php）で提携している株式会

社 CAMPFIRE より中西さんがオンラインで登壇し、説明を行いました。 

※「地方創生☆政策アイデアコンテスト 2023」にてさとふる賞を贈賞：https://www.satofull.jp/news/detail.php?news_id=7391 

 

＜さとふる＞「ふるさと納税を活用した地域の活性化」について 

登壇者：株式会社さとふる 経営戦略室 戦略推進グループ  

森 伽織 

ふるさと納税の説明においては制度や概要だけでなく、自治体・事

業者・寄付者におけるそれぞれの効果を紹介しました。また、高校

生・大学生によるふるさと納税のお礼品開発に関する事例を紹介す

ることで、より身近に感じてもらうことができました。ディスカッションで

は、自身が寄付するとしたら「どの自治体へ」「どんな寄付の使い道

で」「どんなお礼品を選びたいか」を考えてもらいました。 

実際に「寄付金の使い道として、能登半島地震で被災した街の復

興支援を選択したい」「天塩町は酪農が盛んなので、乳しぼり体験のお礼品があるといいのではと思った」といった意見が挙がりま

した。 

＜CAMPFIRE＞「わかる・つかえるクラウドファンディング」 

登壇者：株式会社 CAMPFIRE カスタマーサクセスユニット 

 ローカルフード戦略グループ 地域共創推進チーム  

中西 恭子さん 

高校生・大学生の皆さんがクラウドファンディングの仕組みをよりイメ

ージしやすいよう、具体的な事例の他にも、利用者層やプロジェクト

のジャンルなどを紹介されました。ディスカッションでは達成しなかったプ

ロジェクトを例に挙げ、達成したプロジェクトとの違いや、プロジェクトペ

ージの違いを比較しながら意見を出し合いました。ディスカッションを

通して「プロジェクトページに画像が少ないと、実現したいことをイメー

【さとふる講義実施レポート】北海道天塩町×北海道天塩高等学校×筑波大学・麗澤大学 

町の活性化を目指した高大連携ワークショップの開催報告 
～さとふるが、ふるさと納税を活用した地域活性化に関する講義を実施～ 

～ お礼品事業者に聞いた「おすすめレシピ」も ～ 

講義内容および当日の様子 
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ジしづらい」「支援した人にとって魅力的なリターンが用意されていないと、寄付が集まらないのではないか」といった新たな発見につ

ながりました。 

北海道天塩高等学校 2 学年 愛場悠生（あいば ゆうき）さん 

今回さとふるさんと CAMPFIRE さんの講話を受けて、他の高校生たちが出品していたように僕たちが開発した夕日プリンも出品

できたらなと思いました。そして、そのお金で地域の活性化や教育機関に貢献できたらと考えました。また、クラウドファウンディングを

経てさらなる商品の開発、改良ができたら、今後ふるさと納税に出品するかもしれない商品の改良にも繋がるので、僕たちの活動

がたくさんの方々に届いて、天塩町を活気づけられたら嬉しいです。 

 

北海道天塩町 企画商工課 菅原英人さん 

今回の㈱さとふる様と㈱CAMPFIRE 様による天塩高校２学年への特別講義を通じ、天塩高校の生徒は、ふるさと納税やクラ

ウドファンディングの仕組みについて、興味関心を持ち、高大連携ワークショップでのまちづくりアイデアを思考するうえでのヒントにな

りました。生徒たちが積極的にオンライン越しに質問をしている様子がうかがえました。またこのことが町の重点施策である「ふるさと

納税の推進」について、後押しになったと思います。 

 

株式会社さとふる 経営戦略室 戦略推進グループ 森伽織 

講義を通じ、「ふるさと納税」が地域でどのような役割を担っているかを学ばれた高校生・大学生の皆さんには、今回考えたアイデ

アを実現する手段のひとつとして、ふるさと納税の活用をぜひ検討していただきたいです。さらに、将来、高校生・大学生の皆さんが

お礼品提供事業者様や寄付者様の立場になり「地域を盛り上げたい」「地域を応援したい」と考えた際に、ふるさと納税という選

択肢を思い出して活用していただくことで、間接的にでも地域活性化の一助になれば幸いです。 

 

■株式会社さとふると株式会社 CAMPFIRE の取り組みについて 

株式会社さとふると「CAMPFIRE（キャンプファイヤー）」を運営する株式会社 CAMPFIRE（本社：東京都渋谷区、代表取

締役：家入 一真）は、業務提携を結んでいます。両サイトにてふるさと納税制度を活用した自治体のクラウドファンディングプロ

ジェクトへの寄付受け付けを行っているほか、自治体へ事業の企画アドバイスや記事の制作支援を協力して実施しています。本

事業は「CAMPFIRE（キャンプファイヤー）」からも寄付申込みが可能です。 

 

■株式会社さとふるについて 

株式会社さとふるは、ふるさと納税（自治体への寄付）を通して地域活性化を推進しています。「ふるさとの元気を“フル”にす

る、ふるさとの魅力が“フル”に集まる ふるさと応援、ふるさと納税ポータルサイト」をコンセプトに、寄付者向けに「さとふる」で寄付先

の自治体やお礼品の選定、寄付の申込み、寄付金の支払いなどができるサービスを提供しています。自治体向けには寄付の募

集や申込み受け付け、寄付金の収納、お礼品の在庫管理や配送など、ふるさと納税の運営に必要な業務を一括代行するサー

ビスを提供しています。また、ふるさと納税を活用した地域活性化の取り組みを掲載する、地域情報サイト「ふるさとこづち」

（https://www.satofull.jp/koduchi/）を運営しています。 

以上 

 

● この報道発表資料に記載されている会社名および製品・サービス名は、各社の登録商標または商標です。 

● この報道発表資料に記載されている内容、製品、仕様、問い合わせ先およびその他の情報は、発表日時点のものです。これらの情報は予告なしに変更される場合

があります。 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

＜お客さまから＞ 

さとふるサポートセンター E-mail：ask@satofull.co.jp 

Tel：0570-048-325 受付時間：午前 10 時～午後 5 時（土・日曜日、祝日、年末年始を除く） 

参加者からのコメント 

https://www.satofull.jp/koduchi/
mailto:ask@satofull.co.jp

